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利益目標達成でランチ無料 
2014/2/1付 

日本経済新聞 朝刊 

 利益目標を達成すればランチ

は無料に――。ヤフーは 31 日、

会社の業績に応じてランチの値

段が変わる社員食堂を開設した。

前の四半期で全社の利益目標を

達成すれば、定食や丼などランチ

メニューが３カ月間無料になる。

同社は 2019 年までに営業利益

を倍増する目標を掲げる。社員に

利益目標を身近に感じてもらう

狙いだ。 

 業績連動型のランチは４月か

ら始める。１～３月期の営業利益

が目標を上回れば、４～６月はラ

ンチが無料。目標を下回った場合

は通常の１食 540円（社員負担

は１食 410 円）でランチを楽し

める。３月末までは試用期間とし

て無料で使えるようにした。 

 社員食堂の「ＢＡＳＥ６」は、

東京都港区の本社から徒歩数分

の場所に開設。座席数は 116。

ランチ以外でも社内外の交流な

どに使えるようにする予定で、順

次利用時間を広げる。 

 ヤフーのこの制度はユニーク

だと思いました。 

企業は四半期ごとの業績管理

を重視しています。３ヶ月ごとの

成果で翌３ヶ月のランチが無料

になるという制度は、誰しもが業

績に関心を持つようになると思

います。 

利益目標は部門責任者にとっ

ては、最大の関心事です。それに

ひきかえ、一般労働者の関心が低

い場合が少なくありません。 

試しに自分の部下に尋ねてみ

てください。「この四半期の利益

目標はいくらか知っている？」

「進捗状況は？」と。 

即答できる部下はどれくらい

いるでしょうか？ 

個々の従業員にとっても重要

なことであるはずの利益目標が、

どうしても他人事になってしま

っているのが現状ではないでし

ょうか。 

このような状態では、経営者や

部門責任者だけが当事者意識を

もち、日々ピリピリしているので

はないでしょうか。 

情報の共有をし、皆が当事者意

識を持つようにする手段として、

この「ランチ無料」というのは面

白いと思います。 

モチベーションの理論では、こ

のような手法は「外発的動機づけ」

といい、あまり推奨されません。 

理由は、時間の経過とともに報

酬（この場合「ランチ無料」）が

当たり前になってしまうと考え

るからです。また、報酬（ランチ

無料という制度）を廃止したとき、

一気にモチベーションが下がる

からです。 

典型的な例として給与があり

ます。業績が良かったため上げる

と、当初は嬉しくモチベーション

は上がります。それがいつの間に

か当たり前になり、モチベーショ

ンが上がらなくなります。そして

再び上げることをしないと逆に

不満になり、モチベーションの低

下を招くからです。 

ランチ無料に関しては、そのよ

うな負の部分が現れにくいよう

な気がします。社員食堂の無い企

業のほうが多いと思いますが、他

の手段で従業員の関心を高めて

みたらいかがでしょうか。 
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